
  
  長野県における夏鳥の初認・初鳴き調査(2011年)

  誌名 長野県環境保全研究所研究報告
ISSN 1880179X
著者名 堀田,昌伸

中曽根,久子
渡辺,憲一
植松,晃岳
宮澤,富幸
松原,秀幸
吉田,保晴
齋藤,信
齋藤,あずさ

発行元 長野県環境保全研究所
巻/号 8号
掲載ページ p. 43-47
発行年月 2012年3月

    
農林水産省 農林水産技術会議事務局筑波産学連携支援センター
Tsukuba Business-Academia Cooperation Support Center, Agriculture, Forestry and Fisheries Research Council
Secretariat

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)



長野県環境保全研究所研究報告 8 : 43-47 (2012) 料>

長野県における夏鳥の初認@初鳴き調査 (2011年): 

野鳥関係の 8市民団体の会員による

堀田昌伸 i・中曽披久子 z・渡辺憲一 3・植松晃岳宮j警官査 5 • 

松原秀幸 6・吉田保晴 7・粛藤信 8・粛藤あずさ 9

2011 年 3~6 月に長野県内の野鳥関係の市民団体会員の協力を得て，重鳥 14 磁と留鳥あるいは漂鳥 2 穏

の計 16種の初認，初鳴き調査を実施した.本稿ではその調査結果をまとめるとともに，課題そ整理した. 2 

~6 月に 105 名の方から 470 件の情報が寄せられた.情報には域域的な偏りがみられ，長野や松本，佐久か

らの情報が多かった.市街地やそのj窓辺に生息する魚類，ウグイスやカッコウ，ツバメの情報が多く寄せられ

た.夏鳥の初認日や初鳴き日を特定する上で，観察場所への訪問問隅が課題として残された.

キーワード: 初認，初鳴き，生物季節

1.はじめに

地球温暖化により，生きものの季節性や分布等に

変化が生じていることが多くの生きもので報告され

つつある.樋口 (2008) は気象庁の情報を解析し，

大分市では最近の 50年期でウグイス Cettiadiphone 

の構りが約 32日も早まったこと，名古屋市では

最近の 52年障でツバメ Hirundorusticδの初渡来日

が約 10日早まっていることを報告している 11 ま

た，鳥類の繁殖時嬬も変化していることが報告さ

れている.伊IJ;えば，夏鳥であるコムクドリ Sturnus

phil伊pensisの産卵開始日が 1978~ 2005年の 27

年関に新潟市で 15.3日午くなったことが明らかに

なっている 2)

烏の初認日・初鳴き臼の長期的かつ広範聞の観澗

については，気象庁の生物季節観測があり，ウグイ

スの初鳴き日とツバメの初見臼が観測種目となって

いる 3) 最近では，インターネットを活用して観察

自らに情報を入力してもらう等，多くの情報をよ

り迅速に収集する試みも行われている 4).5) 長野県

では 2003~ 2008年度に市畏参加型の温暖化モニ

タリング調査を行い，生物・生活季節の経年変化や

気混との|努速な見ている 6) 本稿では， 2011 i:ドに

長野県内にある野鳥関係 8市民団体の会員の協力を

得て，夏烏の初認と初鳴き調査を実施したので，そ

の結果と課題を報告する.

2.調査方法

調査は， 2011年に長野県内にある野鳥関係の臼

本野鳥の会 5支部(長野支部，軽井沢支部，諏訪，

*曽支部[5，そして伊那谷支部入信州里子烏の会，東

自然史研究会，そしてピッキオの計 8市民団体と，

長野県環境保全研究所との協開で行った.それらの

団体の会員に，会報やメーリングリスト， twitterで，

夏烏 10種(カツコウ Cuculuscanorus，ホトトギス C

poliocephalus，ツバメ，サンショウクイ Pericmcotus

divaricatus， クロツグミ Turduscardis， ヤ ブ サメ

Umsphena squameiceps，オオヨシキ J)Acmcephalus 

arundinaceus， セ ン ダ イ ム シ ク イ Phylloscopus

cαひnatus，キビタキ Fic日dulanardssina，オオルリ

Cyanopti1a cyanomelana)，そして，長野県では留鳥

あるいは潔烏であるヒバリ Alaudaarvensisとウグイ

l長野県環境保全研究所 自然環境部 守 381-0075 長野県長野市北郷 2054-120
2日本野鳥の会長野支部 苧 389-0804 子副市戸倉 2149-1
3 El本野鳥の会軽井沢支部 〒 389-0401 ]:fi御市烏JII原 231
4信州聖子烏の会 〒 399心011 松本市美子;jと 5-3-12
5臼木野鳥の会諏訪 〒 394-0045 潟谷市JlIJ宇東 1-12-36
6日本聖子鳥の会木曽支部 千 399-6202 木曽郡木祖村吉証1483
7日本的:烏の会伊那谷支部 =r 399-4117 駒ケ根市赤穂 11193-7
8東信i当然史研究会 〒 389-0202 北佐久郡御代羽町草越 1191叩89
9ピッキオ 〒 389-0194 北佐久郡終井沢田]星野
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ス 7)の計 12種のねj認日(ある場所でそのシーズ

ンに初めてその種を観祭した記録)，あるいは初鳴

き日(ある地域で初めてその烏の階りを間いた記

録)の情報提供をお願いした.また，長野県環境保

全研究所のホームページでも県民の方々に情報提供

をお願いした 8) 調査対象地域は長野県内，対象期

間は対象種がi度来しl斡る， 3 ~ 6月とした. 2月に

ついても情報が寄せられたので，それらの情報は今

回の結果に使用した.対象種の初認・初I113きを観察

した場合， (1)種名， (2)観察臼， (3)観察場所， (4) 

{品|体数.'!"!，・年令， (5)観察場所への訪問頻度(ほ

ぼ毎日， 1週間に l度程度， 1ヶ月に 1度程度等)， (6) 

観祭状況の記録をできる範囲でお願いした.観祭情

報は，著者ーらに郵送やファックス，メールで送って

もらうか，各国体のメーリングリストに投稿しても

らった.このようにして寄せられた情 ~!Izは県環境保

全研究所のホームページに|組H寺更新し，夏烏の初認

や初1113きの状況が Googleマップ|二で分かるように

したベ

ある種の初認日あるいは初鳴き日の情報が同一場

Bull. Nagano Envjron. Consθrv. Res. Inst. No.8(2012) 

所から複数寄せられた場合，一番早い記録のみを採

用した.また，今匝のまとめでは，留j詰あるいは漂

烏であるウグイスとヒバリについては初鳴き日，そ

れ以外の夏烏については初認日と初鳴き日の両方を

同じ情報として使用した.

今回の調査では，対象 12磁のほかにも，夏烏

25 f議の情報が寄せられた.その中で，カッコウ

科4f重の渡来日の比中立のため，対象のカッコウと

ホトトギスに加え，ジュウイチ仁 fugaxとツツド

リ仁 saturatusの 2種，情報の多かったイワツバメ

Delichon urbicaとコムクドリの 2種，合計 4種の結

果も使用した.

結果における種の配列や学名は，日本鳥類日銀編

集委員会 9)rこ従った.

3. 結果と考察

対象の 12種及び追加の 4隠，合計 16極につい

て 105名の方から 470件の情報が寄せられた.

表1.広域市IllJ村毎の夏烏の初認・初I!!jきの記録数

広域市町村図
種名

北信 長野 上小 佐久 大北 松本 木曽 諏訪 上伊那 飯伊 Total 

ジュウイチ 3 3 8 

力ツコウ 23 4 7 2 14 2 6 59 

ツツドリ 5 6 2 6 3 22 

ホトトギス 6 2 4 6 2 22 

ヒパリ 10 3 3 3 2 24 

ツバメ 4 17 4 3 5 9 2 2 47 

イワツバメ 8 4 2 4 2 2 24 

サンショウクイ 11 4 3 2 5 3 29 

クロックミ 10 6 3 2 3 4 31 

ヤブサメ 11 2 18 

ウグイス 27 4 7 10 2 9 2 2 65 

オオヨシキリ 10 2 16 

センダイムシクイ 8 9 7 3 30 

キビタキ 12 3 6 5 2 31 

オオAI) 6 4 6 3 6 27 

コムクドり 5 2 8 17 

Total 9 172 35 64 16 85 21 25 33 10 470 
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{言や飯伊，大北のように情報が少ない菌もあった.

16種のうち，最も多くの情報が寄せられたのは

ウグイス (13.8%)であり，次いでカッコウ (12.6%)， 

ツバメ 00.0%) の際であった(表1).これら 3積

墳は市街地やその潟辺も含まれ 11)ほか

の種と比べてより多くの人に観祭され易い状況にあ

り，そのことが情報数に反映されたものと考えられ

る.一方，河川敷のヨシ原等生息環境が臨定される

オオヨシキリ 1l)や生患、{間体数が比較的少ないコム

IA域市町村圏別に見ると，長野 (36.6%) が最も

多く，次いで松本 08.1%)，佐久(13.6%) の顕で

あり，この 3闘で全体の 68.3%を占めた(表1).

長野醤は会員数が 500名そ越える長野支部 10)が中

心に活動している闘であること，また長野支部(長

野留)や軽井沢支部(佐久留)，信州野鳥の会(松

本圏)では，以前から夏烏や冬烏の初認・初鳴き情

報を会報やメーリングリストで積極的に情報収集し

ていることが反映されたと考えられる.

(2012) 8 長野県環境保全研究所研究報告

の
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クドリ 12) カッコウ類の中で最も標高の高い山地

に生息するジュウイチ 11)等では報告数が少なかっ

た.

最も早く確認された種は，平均値でみるとヒバリ

であり，次いでイワツバメ，ウグイスの)1債であった

(図1). 3種のうちでヒバリとウグイスは長野県で

は留鳥あるいは漂鳥であり冬季も県内に生息してい

る.また，イワツバメは九州等で相当数が越冬する

ことが知られており 11) 国外で、越冬する他の夏烏

よりも越冬地との距離が短く，季節変化に反応して

より早く長野県に渡来することが可能であると考え

られる.

ヒバリとウグイス 2種は，ほかの訊i査種に比べ

て初鳴きが確認される期間が長いのも特徴であっ

た(閲1) また，両種については初鳴き臼と標高

との聞に有意な相関が見られた(ヒバリ:1'5ロ0.63.

Pく0.001.n=24 ;ウグイス:r5=0.47，pく0.001， n=56). 

両種は長野県では低地から高111帯や高原等標高の高

い所まで幅広く生息している 7) 両種の最初jの!終り

は2月下旬から 3月初め頃に低地で間かれる(図 1). 

その頃標高の高い所は積雪等の影響で生息、できない

が，季節が進むにつれて標高の高い所も生息が可能

になるため，このような相関が見られたと考えられ

る.

2011年は，ツバメの渡来が例年になく遅いと言

われ， NPO 法人バードリサーチによる全国的な誠

査でも過去 5年間の調査で最も遅いことが指摘さ

れている 5) 本調査は 2011年だけであるが，ツバ

メの初認臼は 4/9(:土 8日)であり，上記の結果と

同様に 3月下旬から 4月初旬になってようやく見

られるようになった(図1).なお，長野市にある

長野地方気象台における 2011年のツバメの初見日

は 4月 15日であり，平年よりも 5臼遅かった 3)

一般にカッコウ頬では，ツツドリが最も早く渡

来し，カッコウ，ホトトギスの順に渡ってくる 13)

今回の調査結果でも，ツツドリが 5月 5日(土 7臼)

と最も早く，次いでカッコウが 5月 19日(土 7日)，

ホトトギスが 5月 24日(::l:: 5日)の順であり，比

較的標高の高い所に生息するジュウイチは 5月 20

日(::l:: 3日)であった (Kruskal-Wallistest: H=44.7， 

dfぉ3，pく0.001)， 

一方で，本誠査では夏烏の初認日や初鳴き日を47j二

定する場合にどの位の頻度で訪れているかという問

題がある.今回の調査では， 470ft¥のうち自宅や通

勤路等ほぼ毎日観祭している場合が 137(29.2%)，1 
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週間に l度程度が 56(11.9%)，1ヶ月に l度程度が

36(7.7%)，稀に訪れる程度が 21(4.5%)，そして然回

答が 220(46.8%)であった.ほぼ毎日観察している

場合に限れば初認日や初鳴き日の調査精度は良くな

るが，報告件数が減少する可能性もある.また，上

述したように，長野や松本，佐久からの情報が多

く，北信や飯伊，大:1tで、情報が少ないという問題も

ある.地域的な情報の偏りについては，情報の少な

い地峡の市民団体等に協力をお願いすることである

程度解消できる可能性がある

i祝祭場所への訪問頻度や地域的な情報の偏りとい

う課題はあるが，今|回初めて，長野県内の野鳥関係

の市民団体会員の協力を得て， 16穏について 470

件もの情報を収集し，長野県におけるこれらの初認

や初鳴きの様子が分かったのは大きな成果だと思わ

れる. しかし，地球温暖化や気候変動により，夏烏

の初認日や初l鳴き日がどのように変化していくかを

見るには長期的な調査が必要であり，今後もさまざ

まな団体や個人の協力を得ながら継続していくこと

が重要だと考える.
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